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オートスイング  ボタンを押します。
押すたびにルーバーの運転が切り換わり、ランプで表示します。

運転

前方向

上方向

ワイド

停　止

運転内容

オートスイングの運転 使い方風の向き

少なめの洗たく物の乾燥や腰窓の結露対策に
本機上面に風を送るようにスイングします。
送風範囲は約100°です。

スタンド型物干台やキッチンシンク下・押し入れ・下駄箱などの乾燥に
本機前面に風を送るようにスイングします。
送風範囲は約80°です。

たくさんの洗たく物の乾燥や室内全体の除湿に
広い範囲に風を送るようにスイングします。
送風範囲は約１8０°です。

ルーバーをお好みの角度にしたいときに
●「ワイド」に設定したあと、ルーバーがお好みの向きになったところでもう一度ボタンを
押すとスイングが停止します。
●ランプは点灯しません。

洗たく物や除湿したいところに風が直接当たるように風向き調節します。

※オートスイングのワイド運転時は、スイング中のルーバーの向きにより風の向きが変わります。

風向調節のしかた

左右可変ルーバーの使いかた

ワイド風
（風を外側へ広げる）

ワイド風
（風を外側へ広げる）

上方向

スポット風
（風を中央に集める）

スポット風
（風を中央に集める）

前方向

上方向

前方向

注意
●スイング中のルーバーを手で動かさない。
　スイング範囲が変わり、故障の原因になります。

禁止

前方向 上方向

停　止
（ランプは点灯しません。）

ワイド

運転を停止します。１
タンクをゆっくり取り出します。２

ふたをはずし、水を捨てます。３

注意
●移動するときは、必ず運転を停止し、タンクの水を捨ててからおこなう。
　水がこぼれて家財などを濡らしたり、感電や漏電、火災の原因になります。

タンク内の水の捨てかた

実施

切タイマー  ボタンを押します。
●押すたびに時間が切り換わり、ランプで表示します。
●時間の経過とともに表示ランプが切り換わり、残り時間の目安を表示
します。
●設定した時間になると、自動的に運転が停止します。

●切タイマー運転中におやすみモードに切り替えると、切タイマーは
取り消しされます。

切タイマー運転

お願い

●本機を使用後は、タンクの水を捨ててください。
　タンク内に水を入れたまま長時間放置すると、カビや細菌が繁殖することがあります。
●タンクを強く引き出さないでください。
　水があふれるおそれがあります。
●タンクは確実に取り付けないと満水自動停止装置が働き、運転しません。
●タンク内に付いている部品をはずさないでください。
　満水自動停止装置が働き運転しませんので、はずれた時は正しく取り付けてください。
●タンクをはずした後、本機内部に残っている水が滴下する場合があります。
　ぞうきん等でふき取ってください。

お知らせ タンクに約4．0Lの水がたまると、自動的に運転が停止します。
（満水ランプが点滅します。）

タンクの
ハンドルを持って
静かに運びます

ハンドルを
上げた状態で
ふたをはずす

ハンドル
ふた

2時間 4時間連　続
（消灯）

8時間

ふたを元通りに取り付けます。
ふたが確実にはめ込まれていることを確認してください。
ハンドルを元の位置に倒してください。

4

タンクを奥まで静かに入れます。5 ハンドルを
元の位置に倒します

タンク

前方向に約8０°

上方向に約100°

ワイド約１8０°

左右可変ルーバーを
内側へせばめる。

左右可変ルーバーを
外側へ広げる。
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本体の掃除
本体の汚れをぬるま湯か中性洗剤を浸した
柔らかい布をかたくしぼってふき取り、
その後、乾いたやわらかい布でからぶき
します。
（乾いた布で強くこすると傷がつきます。）

吸込口の掃除
掃除機で本体の吸込口のほこりを
吸い取ります。
２週間に１回程度、お掃除して
ください。
ほこりがたまると除湿能力が
低下します。

お願い

●ふたが確実にはめ込まれていることを確認
してください。
　確実にはめ込まれていないと、タンクが取り
出せないことがあります。
●タンクは確実に取り付けてください。
　正しく取り付けないと運転しません。
●フロートがはずれていると、運転しません。
　はずれた時は正しく取り付けてください。
●フロートに付いている部品をはずさないで
　ください。
　満水自動停止装置が働き、運転しません。
●水洗いをした後は、よく乾かしてから本体に
　取り付けてください。

タンクが汚れたら、きれいに洗ってください。

タンクの掃除

1．ふたをはずします。 2．水洗いします。
汚れが目立つときは、
うすめた台所用中性
洗剤で洗います。

3．ふたを取り付けます。

電源プラグ・コンセントの掃除
１ヶ月に１～２回、電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこりや汚れを取り除いてください。

フィルターの掃除
1．フィルターを本体から取り出し、汚れを取ります。
汚れは、電気掃除機でほこりを吸い取るか、水やぬるま湯で洗い流します。
汚れが目立つときは、うすめた台所用中性洗剤で洗います。
洗った後は日陰げ乾燥してください。

2．フィルターを元通りに本体に取り付けます。
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お手入れのしかた

●連続排水運転をするときは、定期的に（2週間に1度）フィルターの汚れ、排水ホースの
詰まりなどを点検し、異常のないことを確認してください。排水ホース内に虫や
ほこりがつまると、水がもれる原因になります。
排水ホースは、排水ホースの周囲が氷点下にならないような場所に設置してください。
排水ホース内部の水が凍結すると、本体内部の水が室内にこぼれ、家財などを
濡らす原因になります。
●連続排水運転時にも、人が最後に操作してから12時間後に自動停止する
オートオフ機能は動作します。

連続排水する場合

近くに排水できる場所があれば、連続排水ができます。必ず運転を停止し、電源プラグをコンセントから抜き、
次の手順でおこなってください。

お願い

排水ホースをドレンパイプから抜き、排水ホースを連続排水穴から抜いてください。
タンクにフタを取り付けてからご使用ください。（→12ページ）

連続排水時の排水ホースの引きかた

連続排水をやめて元へ戻す場合

連続排水穴を開ける。
タンクを取り出してからおこなってください。
本体背面の連続排水穴をドライバーなどで押して
打ち抜いてください。
穴の縁でけがをしないよう注意してください。穴の縁は「ヤスリ」
などで削り仕上げてください。

１

タンクのフタを取りはずし、タンクを本体に取り付ける。
排水ホースの先を排水場所へ設置する。
タンクを取り付けないと満水ランプが点滅し、運転できません。

４

ドレンパイプのストッパーを指で押す。２

ドレンパイプの先端に排水ホースを取り付けます。
①ストッパーを押したまま、市販の排水ホース（内径12mm、外径14mm
　または16mm）を連続排水穴に通す。
②排水ホースをドレンパイプの奥まで確実に取り付けます。

３

フロートを
はずさないでください

途中を折り
曲げない

排水ホースの先を
水につけない

ドレンパイプ

●40℃以上のお湯は使わないでください。高温のお湯を使うとプラスチックが変形
することがあります。
●プラスチックを傷めますので、ベンジン・シンナー・アルコール・みがき粉、塩素や
酵素系洗剤などは使用しないでください。
●化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書に従ってください。
●フィルターの目詰まりは除湿能力の低下の原因です。
　こまめに掃除してください。
●フィルターを付けずに運転すると本機内部にほこりがたまり、故障の原因になります。

お願い

注意

●手入れ・掃除をするときは、必ず 運転「入／切」ボタンを「切」にし、電源
プラグをコンセントから抜く。
内部でファンが高速回転しておりますので、けがの原因になることが
あります。また、感電のおそれがあります。 電源プラグを抜く

●電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らず、必ず電源プラグを
持って抜く。
電源コードを引っ張って抜くと、コードの内部が断線して、発熱・発火の
原因になります。 禁止

ストッパー
フィルター
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故障かな？と思ったら

警告
次の点検をしていただき、それでもなお異常のあるときは事故防止の
ため使用を中止し、電源プラグをコンセントから抜いて、お買い求めの
販売店にご相談ください。
ご家庭での修理は危険ですからおやめください。

症　状

運転しない

除湿量が少ない

運転音が大きい

確　認　箇　所
●電源プラグがコンセントにしっかり
　差し込まれていますか。

●フィルターが汚れていませんか。

処　置　方　法
●電源プラグをコンセントにしっかり
　差し込みます。

●タンクが正しく取り付けられて
　いますか。

●タンクを正しく取り付けます。
　→12ページ

●タンクが満水になっていませんか。
　（満水ランプが点滅します。）

●タンクの水を捨てます。
　→12ページ

●吹出口や吸込口がふさがれて
　いませんか。

●吹出口や吸込口をふさいでいる
　ものを取り除く。

満水でもないの
に満水ランプが
点滅する

●タンクが正しく取り付けられて
　いますか？

●フロートがはずれていませんか？

●タンクを正しく取り付けます。
　→12、14ページ　

●フロートを取り付けます。
　→14ページ　
●フィルターをお手入れします。
　→14ページ

●水平で丈夫な場所に置いていますか。

●フィルターが汚れていませんか。 ●フィルターをお手入れします。
　→14ページ

●水平で丈夫な場所を選んでください。

次のような場合は故障ではありません。

指示

症　状

除湿しない

除湿量が少ない

なかなか湿度が
下がらない

理　由
●運転可能な部屋の温度は約1～40℃、湿度は約35％以上です。
これ以外の温度で運転すると、運転を停止することがあります。
湿度約35％以下の低湿環境では、製品保護のため安全装置が働き、点検／低湿
ランプが点滅し運転を停止します。
また、吹出口や吸込口をふさいだ状態で運転すると、安全装置が働き、点検／低湿
ランプが点滅し運転を停止することがあります。

●お部屋が広すぎませんか。（→17ページ。除湿可能面積の目安参照）
●ドアや窓の開閉が多くありませんか。
●石油ストーブなど、水蒸気の出るものを使っていませんか。
　（燃焼による水分の発生が多すぎる場合）

室内除湿自動
運転で除湿
しない

●室内除湿自動運転では肌の乾燥を防ぐため約60％になると自動で送風運転に
切り換わります。お好みにあわない場合は室内除湿急速または衣類乾燥多めで
ご使用ください。

部屋の温度が
上がる

●本機には冷房機能はありません。デシカント除湿方式はヒーターの熱を利用して
除湿するため、運転中は熱を発生します。ご使用の条件（外気温・部屋の広さ）に
よって、室温が約３～８℃上がることがあります。

においがする

●お部屋ににおいを発生するものはありませんか。
新しい家具、整髪料、化粧品、薬品、張り替えたばかりの壁紙など、吸い込んだ
においが本機から再放出する可能性があります。
→部屋の換気を充分におこなってください。
●使いはじめ吹出口からの風に、すっぱいにおいがすることがありますが、
異常ではありません。ご使用とともに少なくなります。

1615

長年ご使用の衣類乾燥除湿機の点検
●衣類乾燥除湿機を数年ご使用になりますと、内部が汚れ、能力が低下することがあります。
　通常のお手入れとは別に点検整備をおすすめします。
　点検整備はお買い求めの販売店にご相談ください。

衣類乾燥時、
洗たく物の乾きが
悪い

●お部屋が広すぎませんか。（→17ページ。除湿可能面積の目安参照）
●ドアや窓の開閉が多くありませんか。
●石油ストーブなど、水蒸気の出るものがお部屋にありませんか。本体の近くで
暖房機を使っていませんか。
●風が衣類全体に行きわたっていますか。また、衣類の間隔がつまっていたり、重ねて
干していませんか。乾きが悪い衣類は、もう一度衣類乾燥運転をしてください。
●衣類の種類や量、干しかたなどによって部分的に乾きにくい場合があります。
●最長約12時間で自動停止します。（→９ページ。切り忘れ防止機能）

点検／低湿ランプが点滅したときは、一度電源プラグを抜かないとリセット
できません。
電源プラグを抜き、下記に従って点検を実施してください。

●フィルターが目づまりしていませんか？
→フィルターのお手入れをしてください。

●吹出口や吸込口がふさがれていませんか？
→吹出口や吸込口をふさいでいるものを取り除いてください。

●お部屋の湿度が低くなっていませんか？
→しばらく冷却時間（30分程）をおいてから湿度が約35％以上のお部屋で再度運転してください。

それでも直らないときは、お買い求めの販売店に修理を依頼してください。

●湿度・温度が低くなるにつれて除湿量は
少なくなります。また、同じ部屋で連続して除湿
すると、湿度が下がるため、除湿量は減って
きます。
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●安全装置が作動し、運転を停止しています。
　本体が倒れている時は、元の状態に戻してください。
　また、水がこぼれている時は電源プラグを抜き、こぼれた水をきれいにふき取ってから、
再度使用してください。

本体が転倒した後、
ランプがすべて
消灯して運転を
停止する
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※除湿能力・消費電力は室温20℃、相対湿度60%を持続する室内で運転した場合の数値です。
※除湿可能面積の目安は、JEMA（日本電機工業会）規格に基づいた数値です。
※運転を停止しても、電源プラグが差し込まれていると約１Wの電力を消費します。

仕様

お客様相談窓口

保証とアフターサービス

●この製品には保証書がついています。
保証書は、販売店で所定事項を記入してお渡しいたしますので、所定事項の記入および記載内容を
ご確認のうえ、大切に保管してください。

●保証期間はお買い求めの日から１年間です。
保証書の記載内容によりお買い求めの販売店が修理いたします。
なお、保証期間中でも有料になることがありますので、無料修理規定をよくお読みください。

●保証期間経過後の修理については、販売店にご相談ください。
修理によって機能が維持できる場合は、お客様の要望により修理いたします。費用など詳しいことは
お買い求めの販売店にご相談ください。
当社は、販売店からの注文により、補修用性能部品を販売店に供給します。

●衣類乾燥除湿機の補修用性能部品の保有期間は、製造打切り後８年です。
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

●アフターサービスについてご不明の場合、その他お困りの場合は、お買い求めの販売店または下記の
お客様相談窓口　にご相談ください。

●ご贈答、ご転居により、お買い求めの販売店のアフターサービスを受けられなくなる場合は、前もって
　販売店にご相談ください。ご転居先での当社製品取扱店を紹介させていただきます。

使用中に異常が生じたときは、直ちに電源プラグを抜き、お買い
求めの販売店に修理を依頼してください。
アフターサービスをお申しつけいただくときは、右のことをお知らせ
ください。

型　　式…TD-ZB80I
故障状態…できるだけ詳しく
ご芳名・ご住所・お電話番号
お買い求め年月日

18

保証について

アフターサービスについて

TD-ZB80I
100V
50/60Hz
660W
8.0L/日
約4.0Lで自動停止
約1～40℃
約2.5m
幅350×奥行240×高さ506mm
約7.2kg
木造…17m2（10畳）　プレハブ…25m2（15畳）　鉄筋…33m2（20畳）

型式
電源
周波数
消費電力
除湿能力
タンク容量
使用可能室温
電源コード長さ
寸法
質量
除湿可能面積の目安

保管のしかた

タンクの水を捨てます。
●運転停止直後は、水滴がタンクにたまりますので、１日おいてからタンクの水を捨ててください。

１
本体、フィルター、タンクを掃除します。２
本体にポリ袋などをかぶせます。３
湿気の少ない、風通しのよい場所にまっすぐ立てたまま、保管します。４

お願い ●水平で安定した場所に保管してください。
●直射日光の当たる場所には保管しないでください。

製品についてのお問い合わせ、故障修理のお問い合わせはお買い求めの販売店にご連絡ください。
販売店にお問い合わせできない場合は、下記の お客様相談窓口 までご連絡ください。

フリーコール　0120-104-154
■受付時間：平日（月曜～金曜）：午前9時～午後5時（土・日・祝日は除く）

実施

●改造は絶対にしない。また修理技術者以外の人は、絶対に分解したり、
修理・改造をおこなわない。
　火災や感電やけがの原因になりますので、お買い求めの販売店または
当社のお客様相談窓口にご相談ください。

●修理は、お買い求めの販売店または当社の お客様相談窓口 にご相談
ください。
　ご自分で修理をされたときに不備があると、火災や感電等の原因に
なります。

分解禁止警告
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本保証書は、本書記載内容により無料修理をおこなうことをお約束するものです。
お買い求めの日から下記期間内に故障が発生した場合は、本書をご提示のうえ、お買い求めの販売店に修理をご依頼ください。

※印欄に記入がない、あるいは購入・支払いを証明するものがない場合は
有料修理となりますから必ず確認し、購入証明書（領収書）を保管してください。

型　式　TD-ZB80I ※販売店名・住所・電話番号保証期間　お買い求め日より1年間

※お買い求め日 年　　　　　月　　　　　日

※お客様 様ご芳名
〒

ご住所

〔電　話　　　　　　（　　　　　　）　　　　　　〕

〒４６７-０８５５
名古屋市瑞穂区桃園町5番１７号

☎０５２-８２２-１１４４

１．

２．

３．

４．
（イ）

（ロ）

（ハ）

（ニ）

（ホ）
（ヘ）

（ト）
５．
６．

お買い求め日から上記保証期間中に、取扱説明書、本体
貼付ラベル等の注意書に従った正常な使用状態で故障した
場合には、本書記載内容により、お買い求めの販売店または
当社が無料修理致します。
無料修理をお受けになる場合は、本書あるいは購入日・
支払いを証明するものをご提示のうえ、お買い求めの販売店
または当社にご依頼ください。
ご転居やご贈答品等でお買い求めの販売店に修理を依頼
できない場合は、当社までお問い合わせください。
保証期間内でも、次の場合は有料になります。

取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従わない
使用上の誤り、及び不当な修理や改造による故障及び損傷。
お買い求め後の本機の転倒、落下、衝撃等による故障及び
損傷。
火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害による
故障及び損傷。
一般家庭用以外（例えば、業務用の長時間使用、車両・
船舶への搭載など）に使用された場合の故障及び損傷。
本書のご提示がない場合。
本書にお買い求め年月日・お客様名・販売店名の記入の
ない場合、または字句を書き替えられた場合。通信販売等で
購入され、それを証明する商品の送り状・支払明細書の
提示がない場合。ネット販売等を利用した個人売買品や
譲渡品、中古品の修理。
部品の消耗による部品交換及びメンテナンスの費用。
本書は日本国内においてのみ有効です。
本書は再発行致しませんので、紛失しないように大切に
保管してください。

●この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて
無料修理をお約束するものです。従ってこの保証書によって、
保証書を発行している者（保証責任者）、及びそれ以外の
事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するものでは
ありませんので、保証期間経過後の修理等についてご不明の
場合は、お買い求めの販売店または、当社の お客様相談窓口
までお問い合わせください。

●保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について
詳しくは、取扱説明書の「保証とアフターサービス」の項を
ご覧ください。

●お客様の個人情報は、当社規定により、厳格に管理します。
保証期間内のサービス活動、及びその後の安全点検活動の
ために利用させていただく場合がありますので、ご了承
ください。

【 無 料 修 理 規 定 】

修理メモ

B

本　　社 〒467-0855
 名古屋市瑞穂区桃園町5番17号
 フリーコール 0120-104-154
  TEL 〈052〉822-1144
  FAX 〈052〉822-2742

ホームページ　http://www.toyotomi.jp

衣類乾燥除湿機 保証書


